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Ｈ１５．公立高校入試
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（３）正の整数ａを７でわったときの商をｂ，あまりをｃとするとき、
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（ｂ）午前を希望した小学生ｘ人、中学生ｙ人として

ｘ＋ｙ＝２５

０．２ｘ＋０．８ｙ＝２５× ０．４４

２ｘ＋８ｙ＝１１０

２ｘ＋２ｙ＝５０

６ｙ＝６０ ｙ＝１０

ｘ＝１５ 小学生１５人、中学生１０人
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２．

３．

（１）Ａに来るカ－ド

（２）

（３）

（ａ）Ｂさんがとるカ－ドは２，９，１６，２３，３０，３７，４４，５１，５８，６５

（ｂ）Ｂさんがとるカ－ドのｎ番目は

２５はＤがとる。

２００＝７× ２８＋４

Cさんが２００をとるということはＣさんが４番手なので１番手はＧ

２＋７（ｎ－１）＝７ｎ－５

１，８，１５，２２・・・

（１）ｙ＝

（２）ａ＜０のとき、交わらないのは

（３）

５＝

代入して

ｙ＝
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が点（４，５）を通るので

ａ＝２０

ｘ＝６のとき、ｙ＝

もう一つの交点は（－６，－２）
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（４） ＯＡ：ｙ＝２ｘ

ＯＢ：ｙ＝

（１，１）（１，２）（２，１）（２，２）（２，３）（２，４）

（３，２）（４，２）（０，０）９個
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ｘ
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４．ＡＢ＝６ｃｍ，ＡＣ＝５ｃｍの鋭角三角形ＡＢＣについて

（１）６０° のある直角三角形

１：２＝ＡＤ：６

２： ３＝６：ＢＤ

ＡＤ＝３ｃｍ

ＢＤ＝３ ３ｃｍ
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（２）垂線ＣＥ＝ｘとおくと

面積は
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（３）四角形ＡＲＰＱは平行四辺形となる。

また△ＲＢＰ∽△ＱＰＣ∽△ＡＢＣ

６－ｘ：２ｘ＝５：６

ＡＱ＝

ＣＱ＝６－

ＢＰ：ＰＣ＝ＲＰ：ＱＣ＝ＡＱ：ＱＣ＝

ＢＰはＰＣの
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（１）△ＡＰＳと△ＢＱＰにおいて

（２）ＡＰ＝ｘｃｍとすると

∠Ａ＝∠Ｂ＝９０° ・・・・・①

三角形の内角の和は１８０° より

∠ＡＳＰ＋∠ＡＰＳ＝９０° ・・・・②

∠ＳＰＱ＝９０° より

∠ＢＰＱ＋∠ＡＰＳ＝９０° ・・・・③

②③より∠ＡＳＰ＝∠ＢＰＱ・・・・④

②④より２組の角がそれぞれ等しいので

△ＡＰＳ∽△ＢＱＰ

相似比１０ｃｍ：７０ｃｍ＝１：７

ＢＱ＝７ｘ

よってＡＳ＝ＣＱ＝５０－７ｘ

△ＡＰＳは直角三角形より

（ｘ－６）（ｘ－８）＝０

ｘ＝６，８

ＢＰ＝８× ７＝５６ｃｍ

ＡＢ＝ＡＰ＋ＢＰ＝６＋５６＝６２ｃｍ

５０ｘ

ｘ２＋

ｘ

５０－７ｘ

２

２

－７００ｘ＋２４００＝０

－１４ｘ＋４８＝０

８は適さない

２＝１０

ＡＳの値が負になるから。

２


